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O

英

領

馬

架

の
相

子

油

榔
子
か
ら
生
産
さ
れ
る
-
の
は
,
メ

ー
4
油
t
P'
-
i
核
心
及
同
核
心
油
の
三
つ
で
あ
る
｡

パ
ー
ム
洲
は
之
が
生
帝
原
料
と
し
た
狐
米
の
包
食
に
エ
リ
5･J
t
其
也

i
亦
樫
紫
色
よ
り
淡

い
槍
也
ま
で
の
砥
t
Li
亘
り
､
又
熟
肝
地
に
て
ほ

パ
ー
4
MI=111
の

締
庇
は
共
含
布

す
る
班
鵬
の
舵
食
.1
艇
じ
ゃ
綬
鵬
よ
り
凝

固
騰
迄
に
分
れ
､
其
硬
庇
は
酸
性
庇
の
高
さ
に
つ
れ
て
聯
大
す
る
､

パ

ー
ム
肋
の
用
辻
の
方
向
範
陶
は
主
と
L
tJ
共
含
有
す
る
酸
純
庇
71
よ
り

て
決
定
で
b
ろ
O
石
鹸
及
雌
燭
の
製
造
原
料
と
し
て
其
仲
村
す
る
遊
離

脂
肪
酸
の
高
庇
S
′轍
鮒
は
珊
氏
の
四
十
七
度
力
吏
五
十
皮
で
あ
っ
て
'

=
の
即
が
蝋
燭
に
泌
す
る
の
,で
あ
る
｡
描
氷
か
ら
出
る
速
脈
脂
肪
酸
三

%
根
庇
の
止
既
の
パ
ー
ム
軸
か
ら
托
食
用
油
戊
肘
肪
故
地
物
性
バ
タ
ー

の

拠
出
に
向
け
ら
る
･,
外
に
'
荷
級
石
鹸
S
舶
料
と
し
て
優
秀
紺
地
で

あ
る
'
但
し
か
1
ろ
食

用
油
又
は
高
級
石
鹸
の
浪
出
に
供
す
る
場
食
に

は
パ
ー
ム
的-1
み
伽油
日
す
る
必
繋
が
あ
る
O
背
劫
怨
窺
私
流
池
せ
し
め
る

の
で
あ
る
が
.
大
盤
の
パ
ー
ム
紬
の
群
山
に
際
し

て

は
肘
グ
ッ
サ
ム
､

パ
メ
グ
ロ
メ
ー
ト
と
相
磯

と
の
舟
成
佃
'1
よ
っ
て
之
私
行
ふ
｡

脂
肪
酸
五
力
五
七
%
の
稗
庇
の
比
校
的
酸
件
蛇
頂
き
パ
ー

1-
油
は
非

鉄
塊
法
上
の
材
料
の
臓

蝕
止
川
に
利
用
さ
れ
兜
碑
及
機
帆
非
の
神
棚
,i

つ
け
る
鶴
的
用
州
の
娘
迫
に

伽す
る
'
パ
ー
ム
油
は
同
峰
に
内
燃
機
的

用
の
燃
料
と
し
て
良
好
な
成
粉
か
上
げ
て

ゐ
る
'
た
ヾ
そ
の
附
茄
が
高

#

*

-
つ
-
の
で
よ
だ
十
分
に
利
m
川
寸,J
れ
て
ゐ
hf･i
い
o

バ
ー
<
核
心
油
は
そ
の
掲
級
=仙
川
姑
物
件
バ
タ
ー
盈
チ
ヨ
Tt
レ′-
I

に
利
用
さ
れ
る
｡
叉
核
心
的
そ
の
ま
1
石
鹸
71
川
び
る
O

現
在
他
界
に
於

は
る
オ
イ
ル
パ
ー
ム

油
及
パ
ー
i
核
心
の
生
産
高
は

前
額
二
五
-
二
八
前
噸
､
線
鋸

五
八
-
六
三
湘
職
と
柑
せ
ら
れ
其
大
中

は

こ
せ
-
ヤ
地
方
か
ら
で
る
､
仰
餌

ダ
ホ
1
､
･;
餌

コ
ソ
ゴ
ー
等
之
に

つ
ぎ
聖
醗
品
の

7
部
は
土
人
の
食
用
と
な

り
､
大
部
分

は

簡

川
や
･r
る

輸
入
国
は
英
及
釆
誓

7-卿
で
あ
り
､
猟
泡
は
パ
1
1.
核
心
み
愉
入
す
る

し
か
る
に
梅
水
中
偽
で
E
ll何
級
晶
の
産
山
な
以
て
そ
の
給
と
t
LY
ゐ
ろ

け
れ
ど
･1
よ
だ
以
て
微
々
た
る
状
鶴
竿

あ
っ
tJ
t

7
九
二
六
年
ス
･ヤ
ト

ラ
で
摘
出
掲

パ
ー
ム
オ
イ
1J

些

事

噸

パ
ー
ム
核
心
二
千
噸
に
す
ぎ

ず
'
馬
衆
に
て
ほ
パ
ー
ム
七
官
五
十
噸
'
核

心
甘
七
十
噸
に
す
ぎ
な
い

の
で
､
ま
だ
盛
ん
で
あ
る
と
は
い
(
ぬ
｡
悲
し
パ
ー
<
の
本
場
は

西
ア

7
-
カ
で
あ
っ
て
描
氷
方
田
は
妃
年
の
符
平
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
､
il

i,
蛸
ア
フ
り
カ
の
パ
ー
ム
は
品
併
甚
L
-
劣
轟
で
､
酸
性
度
は
上
等
品

で
-3
7
八
%
内
外
払
例
と
す
る
､
と
tJ
も

ヤ
ラ
イ
産
に
比
収
に
な
ら
ぬ

故
に
ニ
ー
で

7
鏡
張
り
か
す
れ
ば
ヤ
ラ
イ
地
方

は

パ
ー
ム
サ
イ
吋
の
供

給
地
と
し

て
見
込
が
多

い
O

序
に
云
ふ
'

パ
ー
ム
的
な
迭
-
る
銘
め
に
将
が
ゐ
ろ
'
飽
水
は
米
桝

純
で
'
之
な
つ
-

つ
た
た
め
に

7
切
の
米
用
が
出
産
鯛
の

1
官

に
授

す
る
｡
そ
こ
で
妃
兆
捲
水
産
の
メ
ル
サ
y
と
い
ふ
木
で
樽

な

つ-
る
や

う
に
な
っ
た
'
=
れ
ほ
米
凶
の
ド
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
に
勝
る
と
い
ほ
れ
る

の
で
日
下
研
究
中
で
あ
る
O
輪
又
パ
ー
ム
油
の

タ
ノ
グ
輪
故
も
考
へ
ら

れ
て
ゐ
る
O

]
冨
五

七
五



地

球

第
十
二
容

か
-
て
日
下
塙
氷
聯
邦
内
に
於
て
､
オ
イ
ル
パ

ー
ム
栽
瀬
の
日
的
な

以
て
阿
約
十
英
戊
以
上
の
固
有
地
の
銀
波
下
附

在

中
前
す
る
も
の
に
対

し
､
土
地
離
純
株
介
も
川
氷
て
ゐ
て
鋭
意
=
の
油
紙
に
努
力
し
て
ゐ
る

0
伸

国

の
擢

済

複

興

伊
大
別
人
口
の
五
璽

Eは
腔
民
で
あ
る

から
出
払
以
て
岡
本
･と
で
る
'
し
か
し
エ
栄
に
紬
し
て
も
共
起
少
,S
ほ

か
リ
､
今
や
水
力
瑠
銘
ほ
甘
佑
キ
ロ
h
ツ
ト
を
報
FF..j
L
t
銀
糸
緑
樹
年

五
胡
キ
y
〆
て

人
約
二
十
五
満
キ
ン
グ
ル
'
各
締
約
物
は
十
二
倍
利

に
揺
す
る
O

A

ク
リ
-
ニ
･T
の
番
卿
収
職

ほ

T
(
グ
グ
ー
の
土
地
か
ら

平
均
十
四
キ

ン
グ
〃
私
収
碓
ぜ
ん
と
つ
と
め
た
の
で

あ

る

が
､
火
哨
前

迄
は
平
均
十
キ
ン
グ
〃
三
の
肝
､
現
在
は
十
二
キ
ン
グ
ル
牛
に
治
し
､

今

r
と
息
で
即
忽

然

現

と
な
っ
た
､
如
し
伊
大
利
は

ま

だ

蝕

産
物

で
自

給
自
足
が
川
衆
な
い
小
歩
及
家
寓
の
多
糾
,S
粒
入
す
る
'
細
裾
は
班
に

十
二
前

へ
ク
ク
ー
の
河
畔
に

治
し
､
起
き
滑
水
は
外
相
砂
粘
S
l輸
入
私

憤
ひ
と
め
相
と
考
(
ら
れ
る
｡
野
発
光
:.=H
の
埜
任
も
改
良
樹
如
し
､
岬

中
皮
は
約
二
十
倍
利
払
輪
山
し
て
ぬ
る
､
朔
鞘
及
湘
鞘
刑
製
迫
に
つ
い

て
は
松
本
的
改
良
布
加

へ
'
術
和
紙
坤
韓
糾
五
十

億
利
に
悲
し
閥
帥
(

の
【枕
余
の
み
に
て
i
八
倍
利
に
上
る
Q

オ
リ
ー
ブ
洗
米
は
出
憾
な
が
ら
不
振
で
あ
る
'
産
樹
は
近
年
三
宵
五

十
端
よ
り
甘
五
十
拭

ヘ
ク
ト
-
タ
ト
ル
に
低
下
し
1
絡
め
に
同
曲
の
輸

入
鯛
在
村
加
し
た
O

非
常
助
に
洪
糸
に
つ
い
て
は
伊
餅
の
米
銀
と
い
ほ
れ
る
国
民
産
米
の

中
心
で
あ
る
か
ら
常
総

7
放
し
て
其
獲
脱
に
努
力
し
て
ゐ
ろ
'
久
米
榔
…

地
の
榊
郷
.1
苅
申
し
枚
数
人
約
八
前
は
新
に
甘
二
十
前

へ
ダ
ガ
ー
の
土

第
三
凍

童

四

七
大

地
私
有
州
催
し
ii
O

仰
閥
の
五
分
凹
は
山
地
で
あ
る
'
･然
る
に
久
し
与
･以
前
よ
り
山
地
の

改
良
か
等
閑
に
附
し
た
の
は
蹴
る
雑
念
で
あ
っ
た
と
考

へ
ら
れ
､
現
今

は
舵
林
に
力
み
'つ
-
L
は
し
め
た
｡

現
衣
で
は
伊
凶
は
先
輩
肴
は
激
減
L
､
利
率
は
安
疋
し
､
大
成
省
貯

金
局

(
の
瀬
☆
甘
六
十
楯
刺
､
郵
償
貯
金
甘
十
億
刺
及
鈍
行
溺
余
甘
八

十
位
利
に
境
し
て
ゐ
る
.

以
上
は
締
単
で
あ
る
が
六
月
十

1
日
に
､
図
拭
親
所
大
臣
が
フ
ア
シ

ス
タ
政
肘
の
成
続
と
し
て
の
べ
ii
後
継
で
あ
る
O

O

ア

ル
ヂ

エ
リ

ヤ

の
尊

展

フ
ラ
ン
ス
松
代
地

ア
ル
ヂ
エ
-
十

は近
1-と
抵
蛇
地
数
鹿
の
好
模
範
で
あ
る
'
有
年
机
に
は
土
人
は
二
甘
鵜

払
超
･こ
な
か
っ
た
が

叫
八
九

叫
坤
に
粗
人
口
に
四
､

E
二
四
､
七
三
二

人
叔
妃
に
は
大
官
前
と
稲
L
内
に
職
人
八
十
六
前
七
千
が
ゐ
ろ
'
こ
S
一

人
口
は
主
と
し
て
北
部
ア
ル
ヂ
エ
リ
ヤ
八
鞘
平
方
鵬
の
地
域
に
居
住
し

そ
の
数
式
甘
五
十
前
､
凍
り

の
五
十
掬
は
岡
ア
ん
ヂ
エ
-
ヤ
の
沙
淡
地

七
十
大
端
七
千
万
哩
の
地
に
散
布
す
る
｡

ア
ル
ヂ
エ
>
十
と
帥
図
は
完
全
に
狗
立
し
た
捌
松
阿
児
私
粋
び
､
フ

ラ
ン
ス
iE
秘
は
同
脚
の
,故
産
品
各
桁
他
す
る
こ
と
が
出
水
杓
か
ら
､
‖他

図

へ
粕
川
す
る
､
共
銃
床
品
は
街
鞘
紙
､
穀
軸
､
鉄
石
.
降
助
､
家
寓

野
米
韓
で
あ
っ
Y
主
と
し
て
小
静
､
大
葬
'
鵡
歩
'
脚
草
'
術
褐
酒
､

裁
斑
､
礎
石
'
焼
磯
､
オ
-
ゲ
油
'
綿
花
､

エ
ス
パ
ル
ト
草
､
家
蒋

74

だ
す
?

エ
ス
パ
か
-
恥
は
粧
間
数
好
業
者
に
は
非

常
な
来
賓
品
で
供
給

弧
多

の
乱
れ
は
な

い
｡
英
樹
tz
T
九
二
八
叫
に
本
品
二
十
八
摘
噺
も
輸



大
し
て
十
二
端
ト
ン

の
エ
T(

ペ
･1
ト
頑
な
製
粒
し
､
ス

コ
ツ

-
ラ
ン
LL

は

そ
の
馳

糊
の
甘.ITF級

な
る
み

以
,U
糸
満
い
｡

ア
ル
ヂ
エ
-
ヤ
'
チ
ュ
ニ
ス
弧
に
℃
心
ッ
Tt化
粧
耽
り
壮
非
綬
川
鋤

の
一輪
ど
年
数
私
出
す
牌
火
な
輝
錬
脈
は
航
山
地
の
北
部
私
淑
鵜
L
fJ
ゐ

る
7
九
二
七
%

に
は
八
十
七
iq=
噸
瓦
十
凹
餌
呼
称
英
樹

へ
迭
-
つ
た
､

石
衣
が
十
分
に
採
掘
さ
れ
tJ
ゐ
な
い
た
め
に
､
炎
川Ⅰ
淡
と
変
換
的
に
出

入
さ
れ
る
｡

ア
ル
ヂ
エ
-
ヤ
玖
輸
出
桝
は
過
去
五
年
に
三
倍
L
t
攻
入
は
過
重

二
咋

糊
に
二
倍

し
た
'
ア
〃
ヂ
エ
リ
十
に
は
今
日
.･;
八
十
六
の
腔
光
協
同
机

命
が
あ
る
｡
術
和
紙
の
触
法
粗
食
'
粁
茶
州
鞘
の
食
入は
及
臆
典
の
舟
棚

の
粗
食
が
有
力
で
あ
る
｡

船
と
し
て
の
オ
ラ
ノ
ほ
泡
に
ア
ル
デ

ュ
ー
継
か
唆
粕
L
t

T
九
二
八

年
に
オ
ラ
ン
髄

へ
入
っ

た
舶
朗
は
五
､
空

丁九
幾
概
数
丸
首
八
十
胡
咽

に
連
し
た
'
餓
滋
は
現
在
三
千
哩
で
侍
り
孜
放
し
て
ゐ
な
い
､
し
か
し

｡
湖
叫
巡
稗
は
魚
砧
に
報
施
し

叫
溺
八
千
他
に
の
ぴ
六
､
的
航
幾
路
ー

サ
ご
7
各
へ
て
俳
図
と
マ
グ
カ
ス
カ
〝
と
の
迎
絡
む
は
か
る
こ
と
に
な

っ

て

お
る
､
7
ル
ヂ
エ
ー
神
の
繁
栄
は
･E
捌
雄
の
教
わ
み
て
も
わ
か
る

巴
=J
に
つ
い
で
刺

身
の
教
が
多
い
｡
企
括
兜
は
巴
艶
よ
り
五
向
い
と
さ

(
い
ほ
れ
て
ゐ
る
｡

0

田
本

と

波

斯

昭
和
四
空

耳

三
十
日
改
新
と
日
本
と
の
間
に

催約
的
係
成
立
し
'
我
図
の
袋
物
は
澱
低
総
額
の
池
川
か
う
げ
ろ
こ
と

に
な
っ
た
J
R
下
日
本
と
披
餅
と
の
償
易
蜘
係
私
み

るに
.
耽
封
汲
輸

出
娘
料
金
九
､
八
五
八
.
八
三
四
冠
(窓
は
二
十
銭
)
鵜
飼

へ
の
輸
入
粗
繊

維

報

念
三
､
七
六
六
､
四
八
〇
誠
で
あ
り
TJ
周
的
似
陥
入
に
対
し
て
二
倍
の

輪
H1
が
あ
る
'
:
れ
在
職
机
に
比
べ
て
T=8
-
い
榊
加
-
い
は
れ
ば
な
ら

ぬ
｡
殺
し
現
衣
で
は
本
邦
瓜
の
火
部
分
は
蕊
=I<
カ
ラ
チ
韓
よ
り
の
舶
輪

山
で
印
鑑
摘
叉
は
衣
印
度
批
斯
蹄
入
り
手
相
(
て
琳
管
1･Jれ
て
ゐ
る
り

で
あ
る
か
ら
砿
接
収
引
払
や
ろ
や
う
に
す
れ
ば
火
に
附
加

す
る
で
あ
ら

う
､
汲
む
十
坤
問
に
於
て
雅
樹
は
披
桝

(
め
,輸
入
脚
の
一節
九
倣
又
は
七

位
に
な
っ
た
.
聖

錨
､
仰
'
伊
､
狐
'
沸
'
出
､
イ
り
ゲ
4'
日
本
と

い
ふ
順
序
で
め
っ
て
織
争
中
に
詣
外
図
の
晶
物
が
入
,h
な

か
つ
i1
1
め

に
忠
紬
に
日
本
の
.焚
物
か
入
っ
た
の
で
あ
～7
D
た
ヾ
し
非
後
耽
蛸

は

十

二
他
力
吏
十
五
枕
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
､

7
九

二
四
舛
以
後
牝
蛸
の
輪

山
は
地
金
な
る
教
授
,小
と
げ
て
ゐ
る
D

日
本
か
ら
の
主
賓
愉
州
品
は
太
の
如
-
で
あ
る
(
7
九
二
八
年
)

軸

糸

凹
､
五
二
六
､
三
二
三
冠

綿

布

二
'
八
九
七
､
九
三
七

相
子
触
品

六
八
七
､
三
九
九

的

.
港

.

六
二
三
､
九
四
〇

小

間

物

四
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